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サ ラ ワ ク州 イバ ン 村 落 に お ける 移動 湿地 田稲作 の 変遷

市 ーー〜 昌 広
＊

Transformation 　of 　Shifting　Swamp ・Rice　Cultivation

　　　　in　an 　Iban 　VMage 　of 　Sarawak
，
　Malaysia

Masahiro 　Ic田 KAwA
＊

Although 　wet 　rice 　is　generally　grown 　by　sedentary 　cultivation 　in　Southeast　Asia，　the　Iban　people　in
Sarawak　have　long　practiced　shifUng 　cultivation 　of　wet 　rice　which 　is　called 　padi　paya （swamp

rice）．　 Based　on 　my 　survey 　and 　observations 　in　an 　Iban　village ，
　this　paper　deals　with 　the　charac −

teris廿cs　of　this　type　of　rice　cultivation 　and 　its　roles 　in　the　life　of　the　vil】agers ．　During廿1e　field−

work 　in　the　village
，
　the　changes 　in　location　 of 　rice　fields

，
　frequency　of 　shifting

，
　rice −growing

techniques，　and 　socio −economic 　background　ef　rice　growing　were 　investigated．

　　　The　development　of 　rice 　 cultivation 　in　the　study 　area 　 can 　be　diVided　into　three　stages ： the

pioneer　period　from　1900　to　1950，　the　market −oriented 　period 丘om 　1950　to　1985，　and 　the　period　of

reduction 　from 　1985　to　the　present，　 In　the 丘rst 　period，　rice 　fields　were 　made 　through 　the　recla −

mation 　 of　primary 　 forests．　 As 　people　 were 　primarily　 concerned 　 with 　 obtaining 　land　 rights

through　this　reclamation ，
　they　changed 　the　location　of 　their　fields　very 　frequently，　every 　one 　or

two 　years，　by　successive 　clearing 　of 廿1e　fbrests．　In　the　second 　period，　when 　the　rice　price　was

rising，　rice　fields　were 　expanded 　in　order 　to　increase　production．　Fields　were 　abandoned 　after

three　consecutive 　years　of 　cultivation ，　and 　new 　fields　were 　opened 　in　the 　secondary 丘》rest ．　In　the
third 　period，　when 　off −farm　job　opportunities 　increased，　 rice 　fields　were 　reduced 　in　 size 　 and

became　concentrated 　 near 　the　longhouse．　Although　shhting 　cultivation　was 　still　practiced，　many
villagers 　cultivated 　the 　same 丘elds 　for　longer　periods　of 　four　years　or 　more ．

　　　The 　Iban　peoPle
’
s　swa 皿 p　rice 　 cultivation 　has　two 　distinctivc　 characteristics ： shifting 　cultiva ・

tion　and 　broadcast　seeding ．　 With 　these　tWo 　methods ，　the　size 　and 　location　of 　rice 　fields　can 　eas −

ily　be　changed 　in　accordance 　with 　socio −economic 　changes ，　and 　shifting　swamprice 　cultivation

has　thereby　continued 　to　supPort 　the　life　of 　thc　vinagers ．

1　 は　 じ　 め　 に

東南 ア ジ ア で は ，一般 的に焼畑で の 稲作 は 移動 を伴 うの に 対 し て ，水 田 で の 稲作 は 定着 して

お こ なわれ る ［高谷 1985］。 島嶼部 にお い て も湿潤気候 下 に あ る湿地 で の 移動水田が や が て畦畔

や 水路 の 造成な どを経て ， 次 第に定着 して い く様子が報告 されて きた ［Seavoy　1973］。 こ れに対

して ， 本稿で取 り上 げる の は移動 を常 として い る水田で あ る。 本稿 で は
， 調査村で 見 られる水
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市川　サ ラ ワ ク 州 イバ ン 村 落に お け る 移 動湿 地 出 稲作 の 変遷

田 を湿地田 と記 して い る。村び とが 水稲栽培地 を呼ぶ 際の イ バ ン 語の umai 　PaNa （umai は 稲作

地 ， Paya は湿地 の 意 味） を訳 した言葉 で あ る。湿地 田 は
一
般 に 灌漑を伴 わ ない が ，湿潤 な気候

と地形的条件の ため 雨や 氾濫 水に よ り常に 多湿で あ る。以 ドで は ，単に 田 と表現 した場 合は湿

地 田 を指す 。 なお ，調査村 に お い て 稲作 は
， 湿 地 田 で 水稲栽培 が 見 られ た

一
方 ， 丘 陵斜 面な ど

の 比 較的乾 い た土 地 の 森 が 開か れ た焼畑で は陸稲栽培が お こ なわ れ て い た 。

　調 査村で お こ なわ れ る湿地 田稲作は，田 を開 く場所の 植生 が伐採や 除草剤 に よ っ て 除か れ，火

入 れ され た 後に耕起 な しで ， 散播か 移植に よ る植付 け が お こ なわれ る と い うもの で ある ［市川

2000： 79− 85］。調査村の sZ地する地域 は これ まで移植稲作地帯 と考えられ て きた が ，湿地 田稲

作 の 現況 をあ つ か っ た 前稿 で ，筆者は こ の 稲作 の 植付け技術 の 基本 は 散播で あ る と結論づ け た

匚ibid．：92］。 本稿で は ，湿地田稲作の 特徴に つ い て さ らに 深 く考察する た め に ，調査村で の 入植

時か ら今 日 に 至 る ま で の そ の 稲作の 変 遷 の 様子 を概 観 して い る 。そ の 結 果，散播 以 外 に こ の 稲

作 を特徴 づ け て い る の が 田 の 移動で あ る こ とが わ か っ て きた 。 東南ア ジ ア を含む 熱帯地域 に 見

られ る移動耕作 に お い て ，農地の 放棄，移動 の 理由は雑草 の 発生や 土壌の 肥沃性 の 低下 な どの

栽培 学的な 合理 性が 強調 され て きたが ［佐 々 木 1970 ： 105− 108］， N 村で 田 の 移動が 起 きる の に

は，栽培 学的な合理 性 に 加 え，土 地 の 占有権 を得る た め の 慣習，米市場，農外就業の 機 会な ど

とい う稲作世帯を取 り巻 く社 会 ・
経済的な背景が 大 き く影響 し て い た。例 えば，村へ の 入植後，

土 地の 占有権を得 るた め に原生林を盛ん に開拓 して い た時期が ある 。 イ バ ン の 原生林 開拓 に つ

い て は ，山地で の 焼 畑を対象 に研究 をお こ な っ た Free皿 an ［1955］ の 報告で 知 られ てお り，そ

こ で は 精 力的に 原 生 林 を拓 い て 焼畑 を作 っ て い くイ バ ン の 姿が 「森の 蚕食者」 と表現 さ れ て い

る 。 こ の 現 象は，調査村 で は
， 焼畑 がお こ なわ れる斜 面 とは水文条件が まっ た く異 なる湿地 に

お い て も同様に 見 られ た ようで ， そ こ で は や は り開拓の ため に 原生 林が次 々 と拓か れ ，田 が 作

られ た 。 当時 は 1〜 2 年間 ， ひ とつ の 田 で 米 を栽培 した後 ， そ こ を放棄 し，新 た な原生 林 に 移 っ

て 田 を開 い た とい う。 そ の 後 ， 米の 商品性が 高 まっ た時期 には ，それ に対応 して．大量 の 商品

米が作 られ た 。 高谷 ［1978 ；33− 34］は ， 湿潤な東南 ア ジ ア 島嶼部の 湿地で は
， 旺盛 な植生回復

な ど の 自然環境 に制約 さ れて ， 商品 米 を作 る た め の 大 きな経営 面積で の 稲作 は 向か ない と考察

して い る。 しか し，調 査村で は，田 が 広 げ られ る こ と に よ っ て 米が 増産 され た 。こ の 時期 に は ，

田 が 米の 増 産 に 適 した地 区に移動 ・集中 した 。 そ し て ．そ の 地 区内の 二 次 林 に 開か れ た 田は 3

年連作 され た後に放棄 され ， 新 た な 二 次林に再 び田が 開 かれ た 。次に，米 の 商 品性が低下 し ， 稲

作以 外 の 仕事の 重要性 が 高 まっ て きた 近年に お い て は
， 田 は 道路沿い の 生 活拠点 の 周辺 に 移動 ・

集 中す る ように な り，多 くの 田で 連作年 数の 長期化が進み つ つ あ っ た 。

　前稿 ［市 川 2000］の 結果を加味 して ，湿地 ［B稲作 に つ い て 検討 した本稿の 結論を先取 りすれ

ば，調査 村で 見 られ た稲作 は ，散播 と田 の 移動が 深 くか か わ っ て い る 散播移動湿地 田稲作 で あ

る とい うこ とだ 。 こ の 稲作様式 を持 っ て い た こ とに よ り，村び とは湿地 にお い て も 「森の 蚕食
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者」の ご と く原生林 を開拓で き， 米の需要の 高ま りに応 じて 商品米の 生 産 をお こない ， 逆に商

品性が 落 ちる と田は 即 座に小 さ くな っ て生活拠点の 周辺 に集中す る とい っ た ， 社会 や経済の変

化 に対 応 した稲 作 が 可 能で あ っ た と考 え られ る 。

　本稿で は ，
こ の ような稲作 に つ い て述 べ る ために ， 最初 に ， 以下 の llで 調査村の概要 を説明

し て い る 。 続 い て 皿 で は
， 航空 写真 や 聞 き取 りか らわ か っ た 過去の 調査村 の 田 の 移動や 分布の

変化が ど の よ うな背景で 起 きた の か を知 る ため に ， 村の 開拓当時か ら調査 年 まで を大 き く 3 期

に分 け ， 各時期 の 社 会や経済の 状況 を説 明 して い る。最後に ， W で は ま とめ と して ，田 の 移 動

の 理 由お よ び 移動 と散播技術 と の 関係 を考察 した後 ， 調査村で 見られ た湿地 で の 稲作が 散播移

動湿地 田稲 作 と して 定型化 で きるこ とを結論づ けて い る 。

　現地 調査は
， 調査村 に お い て 1996年 2 〜 6 月お よ び 10〜11月 に お こ な い

，
1997年 7 〜 8 月お

よび 1998年 8 〜12月に 補足資料の 収集をお こ な っ た 。 調査で は ，村 び と の 家 に 下宿 しなが ら，村

の過去の 湿地 田稲作お よび生活 ・生 業や 周辺 地域 の 状況に つ い て ，村 び と，近隣町の 華人商人，

お よ びサ ラ ワ ク州農業局 の 農業普及 員か ら の 聞 き取 りをお こ な っ た 。 また ，
い くつ か の 世帯 に

お い て は過去 に開 い た 田 の 場所 を聞き取 り， そ の 位置の 測定を GPS と地 形図 を用 い て お こな っ

た 。 現 況 の 湿 地 田稲 作や村 の 生 活
・生業に つ い て は ， 観察と聞 き取 りで の 調査 をお こ な い

， 特

に湿地田 に つ い て は，その 面積 を コ ンパ ス と巻 き尺 に よ っ て ，その 位置 を GPS と地形図に よ っ

て測定 した 。 村 び とへ の 聞 き取 りは イ バ ン語 に よ っ て 筆者 自身が 直接 お こな い ，田の 面積 の 測

定の 際 に は村び と を助手と し て 使 っ た 。 また，航空 写真の 閲覧や 政府機 関の 過去の 刊行物 な ど

の 関連資料の 収集をお こ な っ た 。

11 調査 村 （N 村 ） お よび その 周辺 の 概要

調査年における N 村お よびその 周辺の概要に つ い て は ， 市川 〔2σ00 ：76− 78］で報告済み なの で ，

こ こで は重複する部分 は ご く簡潔に述べ ，村の 歴 史を理解する上 で必要な事項 を中心 に記述 する 。

L 　N 村の起 こ り

　 N 村 が位置す るバ ラ ム Baram 川流域 へ の イバ ン の 移住 は，当時 の イギ リ ス 人為政者ブ ル ッ ク

Brooke の 決定 に よ り1891年か ら始 ま り
1｝

［Pringle　1970 ：271− 272］，それ以前 は皆無で あ っ た イ

1）バ ラ ム Baram 川 流 域 は ，1882年に ブ ル ネ イ か らサ ラ ワ クへ 割譲 さ れ て 以 降，要塞 の 建設 に よ る統治 の

　 拠点造 りや，移住者 お よ び 先住者 に よ る 林 産 物採集 とその 取 り引き場 と して の 商人町の 設置 に よ り，政

　 府 に よる統治 と地域 の 経済的発展が始 まっ た 。 新 た に サ ラ ワ ク領 として 獲得 され た地域 で は，そ こ か

　 ら採集さ れ る ラ タ ン，野 生 ゴ ム
， 樟脳 ， ダ マ ール な どの 林産物に よ る交易か らの 収入 が サ ラ ワ ク の 経

　 済 に と っ て 重 要 で あ り ［pringle　1970 ：267］，政 府 は，バ ラ ム 川 流 域 に 自生 す る林 産 物 の 採 集 者 と して

　 イ バ ン に期待して い た。ブ ジ ャ ラ イ慣行 （δ吻 履 ：若い 男 に よ る旅や 出稼 ぎ慣行）で し られ る イバ ン は，
　 当時，土 地不足 が 深刻 で あ っ た 第 2 省や 3省 か ら，未開拓地 と林産物が豊富なバ ラ ム 川流 域 に 新 天 地 ／
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バ ン 集落が当流域 に次 々 と形 成 され て い っ た e2

） N 村 は，こ の よ うな状況 の 中で バ ラ ム 川 の 支川

で あ る バ コ ン Bakong 川沿 い に 形成 され た村 の ひ とつ で あ っ た （図 1）。村 の 伝 承に よれ ば，入

植年は 1900年頃 と推 定さ れ る 。

3）

入植 当初 は ，バ コ ン 川 の 支流で N 村内を流 下 す る ソ ン Song 川

を少 しさか の ぼ っ た場所 に 6 世帯が ロ ン グハ ウ ス を構え ， 開拓 を始め た 。

　なお， イバ ン は一般に ビ レ ッ ク bitele（居室）が集 合 して 作 られ る ロ ン グ ハ ウ ス に集住する 。 ひ

とつ の ビ レ ッ ク に住む メ ン バ ーは ， 多 くの 場 合血縁で 繋が り，生計を一
にす る独 立 した集 団を

搆成す る と され ，Freeman ［1955：3−8］ は それ を ビ レ ッ ク家族 と呼ん で い る 。聞 き取 りや観察

に よれば，調査年 または過去 にお い て ，
N 村 で もや は りビ レ ッ ク単位で 生計 がた て られ てお り，

篋墅璽至 岡 査対象村　　　　　　　一 一 一
km

　　　　 図 1 調査地域

＼ を 求め て 盛 ん に 流 人 して い っ た ［The 　Sarawak　Gazette （以 ド，　 SG ） 1／3／1883： 26；1／5／1884 ： 44］。

2） イ バ ン の バ ラ ム 川流 域 へ の 移住 の 様 子は ，Sandin ［1994 ： 227−228］に 示 され て い る。また ，　SG に バ

　 コ ン 川へ の イバ ン の 入植が最初 に報告さ れ る の は1900年 ［SG　2／7／1900：139］ で ，そ の 後，バ コ ン 川

　 流 域 の イ バ ン に 関す る 記事が 増 えて くる。1907年 の 人 口 調 査 で は，バ ラ ム 川 流 域 の イバ ン は 1，960人 と

　 当流域 全人 口 の 約12％を占め る に 至 っ た ［SG　4／4／1907：83］。

3）村 の 伝承に よ れ ば，近 隣 の マ ラ ン Malang 村 の 入植後，ほ ど な くそ こ か ら別 れ た
一

部 の 村 び とが 現 在

　 の N 村に再入植 した と され る。マ ラ ン 村 の 入植年が 1896年 ［Sandin　1994： 228］ と判 っ て い る の で ，　 N

　 村 へ の 入植年 は 1900年頃 と推 定 され る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 229
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本稿で 「世帯」 と い う場合は こ の ビ レ ッ ク 家族を指す。

2， N 村お よ びその周辺 の概要

　今日の N 村の 領域 は
，

4｝
ミ リ ・ビ ン トゥ ル 道路 （Miri．BintUlu　Road ：以下 MB 道路） とバ コ ン

川 に挟 まれ て分布 してお り （図 1 ）， その 面積 は約 37km2 であ る 。 調査時 （1996年）の 村の

人口 は454人，人口 密度は 12人／  
2

と希薄であ っ た。さ らに ，出稼 ぎな どで 人の 出入 りは激 し

く ， 1995年 5 月一一1996年 6 月の 1 年間で 6 カ 月以上 村に 滞在 した者 は 262人で あ っ た ［市川

2000 ：78］。

　バ コ ン 川お よび バ ラ ム 川の 中 ・下流域に は湿地が広 く分布 して い る 。しか し，バ コ ン川 中流

の 左岸側に は ， 川沿 い には湿地が広が るもの の ，その 背後 には丘 陵が 分布 してお り，N 村 は川

沿い の 湿地 と丘陵地に よ っ ておお よそ半分ずつ 占め られ て い る （図 2）。
バ コ ン川沿 い に広がる

　　　　　図 2 湿地 の 分布

出所 ：現地調査 と地形図から筆者が作成。

4＞ こ こ で い う村の 領域 と は，村 び とが それ と認識 し，何 らかの 利用 をして きた範囲 で あ る。村 の 伝承に

　 よれ ば，政 府 の 政 策 に基づ い て 入 植した 村 び とは，バ コ ン 川左岸 の 開拓 が 認め ら れ，同 じ くバ コ ン 川

　 沿い に入植 した 隣接村 との 間 に入植時点 で 境界が 設定 された とい う。 こ の 境界を政府は 「Map 　Books」
　 に 記録 し，土 地争 い など を調整 して い たようで あ る ［SG　1／12／1925：321］。 こ の よ うに N 村で はバ コ

　 ン 川 が 村 の 南東側 の 境界 と し て ，また，川か ら 直角方向 に は 両 隣の 村 と の 境 界 が 入 植 当 時 か ら定め ら

　 れ て い た 。

一
方，村 の 北西側 の 境界は，村 びとに よれ ば1972年に 設定さ れ た国立公 園 まで と され て い

　 る 。 サ ラ ワ ク の 土地法 （Land　Code　1958） は ， 先住 民 の 慣習的土 地占有 を制限付 きで 認め て い る 。 イ ／
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湿地は標高 15m 以下 で
， そ こ か ら北 西方向に向け て徐 々 に 高まり MB 道路周辺で は標高約 150

m ほ どに なる 。 丘陵地で も，谷部に は平坦 な湿地がある 程度の 面積で 広が っ て お り，そ こ で は

湿地 田 稲作が お こ な われ て い た 。 逆 に ，湿地 で も バ コ ン 川沿 い に 近 接 した地帯 は冠水害 を受 け

や す い た め 稲作 に は不向きと され る 。 ニヒ壌 に つ い て は，バ コ ン 川沿 い の 湿地 に は泥炭圭 壌や 沖

積土が 広範に分布す る
一方 ， 丘陵斜面に は赤 黄ポ ドゾル 性土壌が ， 丘 陵地 の 谷部 には砂 質土 が

広 く分布 して い る ［Department 　of　Agriculture　Sarawak　1972］。 こ の 辺 りの 降水 量は ，年間 2，900

mm 程 度 で ，す べ て の 月 で 100　mm 以 上 の 降 雨 が 見 られ る ［Department 　of　Statistics，

Malaysia　1997］。

　 N 村 とか か わ りの 深 い 周辺 の 町村は， ミ リ Miri，マ ル デ ィ Marudi， ブ ル ル Beluru，ク ア ラ

ニ ャ ボ
ー

ル Kuala　Nyabor な ど で あ る （図 1 ）。 ミ リは ， 1910年 の 油 田 開発 以 降発 展 しt 今日で

は 市街地人口約 10万 3千人 ［ibid．］ を擁す る州第 3番 目の 都市 に発展 して い る 。 マ ル デ ィ は ，バ

ラ ム 川流域の 開発 の 拠点 とな っ て きた町で ，今 目で は 130軒程度の 主に 華 人の 商店が見 られる 。

ブ ル ル は バ コ ン 川流域 の 中心 とな っ て きた町で ，今 日で は20軒程度の 華人 の 商店が見 られ る 、，ま

た ，ク ア ラ ニ ャ ボ ール には ，1985年まで は 4 軒の 華人の 商店が あ り， N 村 を含む周辺の イ バ ン

村 と取 り引 きが あ っ たが ， 現在は無人で ある 。

III　社会 ・経 済的 な状 況 の変化 と湿 地 田稲作 の変遷

　 図 3 に 示す よ うに ，航空写 真や 聞 き取 りか ら湿地田 の 分布は ，調査年 まで の 50 年ほ どの 間 に

も大 きく変化 して きた こ とが わか っ た 。 村び とに よれ ば ， こ の 変化 は ， 田が集中 して作 られ る

地区が年代 ご とに異 なる た め に見 られ る ようだ 。 さ らに，田 の 移動頻 度 も年代に よ っ て 異 な る

と い う 。 例え ば ， あ る時期 に は ひ と つ の 田 を 1 〜 2 年 の 栽培 後 に 移 動 ， 別 の 時期 に は 3 年連 作

後 に 移 動，さ ら に 異なる 時期 に は 4 年以 上 の 連 作後 に 移 動 す る な どで あ る。聞 き取 りを進め る

と ， 過去の 田 の 分布 と移動に は ， 村 の社会 ・経済的状況の 変化が背景 として 大 きく影響 して い

る こ とが わか っ た 。 湿地田稲作の 状況に したが っ て ，村の 歴 史は い くつ か に 時期区分 され る 。 す

なわ ち，村 へ の 入植時か ら調査年 まで にお い て ，村 の 開拓期 （1900年頃〜1950年 頃），米が商品

化 した 時期 （1950年頃〜1985年頃），お よ び稲作が縮小 した時期 （1985年頃〜調査年 C1998年））

の 3期で ある 。 以下，こ の 時期区分に従い ，各時期の 社会 ・経済的背景と湿地田稲作の 移動の

特徴 に つ い て 述 べ る 。

　なお ， 以下 で述 べ る村 お よびその 周辺 の 状況は ，こ とわ りの な い か ぎり， N 村 の 村 び とか ら

　＼ バ ン の 慣習 で は，最初 に 原生林を拓 い た者 に その ヒ地 の 占有権 が 認め られ るが， lt地法 で は 1958年 以

　 　 降 に 拓 か れ た 土地 に 対 して は 占有権 が 認 め ら れ て い な い t／上 で 述べ た N 村 の 領域 内に は ，こ の 規定 に

　　 よれ ば 村 び とに 占有権 が な い 土 地 が 存在 す る が，こ れ ま で の と こ ろ そ れ らの 土 地 も政府か らの 強 い 制

　　 限 を受 け る こ と な く村び とに よ っ て 利 用 さ れ て きた。
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　　　　　　　　 図 3　湿地田の 分布範囲の 変遷

出所 ：a 〜 c は，各年の 航空写真 ［Land ＆ Survey　Department］を基 に 作

　　 成した 。 d は地形図と GPS を用 い た 現地調査 に よ り作成 し た。

の 聞き取 りに よ り調 べ られ た 。また，図 3 は調査年 （1996年） を除 き，当該年の 航空写真 か ら

作製 され た 。 数筆か た まっ た湿地田が連作 され ると ， 栽培期間外で も遠 くか ら見れ ば そ こ は
一

団の 草地 と して 認め られる 。 航空 写真に写 っ て い る その 草地部分が トレース され た もの で ある 。

したが っ て ， 必 ず し も当年 に 開か れた 田 をあ ら わ して い る と は 限 らな い が ，

5） 当時 の だい た い の

5） 村 び と に よ れ ば，二 次林 を開い た 田 で 3 年連作後そ こ を放棄す る と，お お よ そ 3 〜 5年で そ こ は 低木 ／
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田 の 分布概要 を知 る こ とがで きる 。

L 　 村 の 開拓期 （1900年頃〜1950年頃）

　（D 　村 を取 り巻 く社会 ・経 済的背景

　 a ．土地 占有権 を得る た め の 原生林 開拓

　入植 当時 （1900年頃）か ら1950年頃 まで は，原 生林が 次 々 と拓 かれ る村の 開拓期で あ っ た 。 村

び とか らの 聞 き取 りや ，航空写真 （1947年） に よれ ば，1940年代 後半に は 開拓前線が 今 日の 村

境で あ る MB 道路近 くに まで 至 っ て い た 。 村の 伝 承に よれば，入植以前の N 村周辺 は，農耕 を

お こ な わ な い 狩猟採 集民 の ブ ナ ン Punan の 領域 で あ り5 入植 当 時 ，辺 りは原 生 林 （kamPong

a 〃lat） に よ っ て 占め られ て い た。入 植者達は ，そ の 原生林 を焼畑 栽培や 湿地 田稲作
7）

をお こ な

うた め に切 り拓 い た 。 彼 らに と っ て こ の 行為は ， 日常生活の 糧を得る た めで ある と同 時 に ， 」二

地 を保有す るため に欠かせ なか っ た 。 イバ ン の 問で は土地の 先取 占有権が 慣習的 に 認め られ て

お り，最初 に 原生林 を拓 い た 者 とそ の 直系子孫がその 土地の 占有権 を持 つ
。 入植者た ちは 自分

の 土地 を拡大す るた め に 盛ん に 森 を拓 い た 。 開拓期全般 を通 し て 村 で は ，湿地 田 に もま して丘

陵斜面 に 作 る焼畑の 方が 重要で あ っ た と い う。こ れ は，陸稲米の 方が香 りと食味にお い て 勝る

こ と に 加 えて ，自給 自足性 が 高か っ た 当時 ， 焼 畑 か らは 米 と同時に副食野菜が とれ た こ とが大

きな理 由 とされ る。 しか し，焼畑 と ともに湿 地 田 も毎年作 られ て お り，湿地 の 原 生林 も次 々 と

拓 か れ た 。

　当初，バ コ ン 川 流域で とれ た米は ， 政府関係者の消 費用 に売 られた り ［The 　Sarawak 　Gazette

（以 下 ， SG）1／11／1911 ： 219 ；SG 　1／8／1918 ： 198］，納税品 と して 利用 され て い た譖 また ，1930

年代で は余剰米が出た と きに は それ を華 人商 人に売 っ た こ と もあ る と い う。 しか し ， そ れ ら の

量は 限 られ て お り，当時は 生 産さ れ た米の ほ とん どが 自給 用に 供 され て い た とい う。

　 b ．盛 ん な林 産物 の 採 集

　こ の 時期 に N 村 で お こ な わ れ て い た主 な生 業 は，焼畑 栽培 と湿地 田稲作 に加 えて ，商品 と し

て の 林産物 の 採集で あ っ た諍 そ の 採集は N 村周 辺 の バ コ ン 川 沿 い と と もに ，村か ら遠 く離れ た

　 ＼ か ら な る ブ ッ シ ュ に な り， 7〜10年 で 再び 本 田 準備 の た め に 伐採 可 能 な 林 に な る とい う。 また，村 で

　　 こ れ まで お こ な わ れ て きた 土 地利用 の うち湿地 を草地化さ せ る の は 湿地 田稲作の み で あ る。

　6） 当時 バ コ ン 川周辺 の 森 は，ブ ナ ン に よ っ て 広 く利用 さ れ て い た よ うで あ る 。 N 村 よ り さ らに バ コ ン 川

　　 の 上 流 の ラ オ ン Laong へ もブ ナ ン の 生活圏 に イバ ン が入植 した 例が示 され て い る ［SG　1／4／1902 ：79］．

　　 N 村 の 伝承 に よ れ ば ， 村 周 辺 の ブ ナ ン は，バ コ ン 川 E流 や テ ィ ン ジ ャ
ール Tinjar川 へ 移 っ た と され て

　 　 い る 。

　7）村 の 伝承 に よ れ ば ，湿地 で の 稲作 は 入植当時 か らお こ なわ れ て い た 。 種籾 は 先住地 で あ る ニ ェ ロ ン

　　 Nyeron 川 流域 か ら持ち込 まれ た とい う 。 ニ ェ ロ ン 川は，サ ラ ワ ク 最大 の 河川 ラ ジ ャ ン Rajang 川 の 下

　　 流 域 に流 れ 込 む。ニ ェ ロ ン 川 流 域 に は，湿 地 が 広 が っ て い て 今日 で も水稲栽培が お こ な わ れ て い る。

　8） バ コ ン 川 流 域 を含む い くつ か の 地 域 で は ，米 の 物納 が 定め ら れ て お り ［SG　1／4／1920：86］，実 際 に そ

　　 の 記 録 もさ れ て い る ［SG 　5／6／1906 ： 145 ；16／9／1913 ：219］。

　9） 1） で 述べ た とお り．バ ラ ム 川流域 へ の イバ ン の 移住 を促 した 理 由の ひ とつ が こ の 地域 の 豊富な林産 ／
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他流 域 で もお こ な わ れ た 。バ コ ン 川 沿 い の 湿 地 林で は ，豊富 に 自生す る 野 生 ゴ ム の ジ ュ ル

トン （Dyera　sp ．）
10）

や ラ タ ン が採 集 され ， マ ル デ ィ か ら定期的 に 来航 す る 華人 の 屋 形船

（bandeng）に ，また ，ク ア ラ ニ ャ ボ
ール に華人商人が進 出 した後 は 彼 らに売 られた 。 村 び とが

余剰米や林産物 を売 っ た華人商人は
，

バ ラ ム 川流域 の マ ル デ ィ に 1883年に は じめ て 到来 し，
11）

そ

の 後 ，流域 の 各地 へ 拠点 を広 げる よ うに なっ た 。
バ コ ン川流域 へ は ， ブ ル ル に 1920年頃 ，

　
12）

ま

た ， N 村 に隣接す る ク ア ラ ニ ャ ボ ール に ユ930年 頃
13）

進 出 した （図 1 ）。

上 記 の ように ，開拓期 を通 じて N 村で お こ なわ れ た主 な生 業 は ， 原生林 を精力的 に拓 い た焼

畑 ま たは湿地 田 で の 稲作と林産物の 採集で あ っ た 。

14冫
主 に村外 に 出掛 けてお こ なわれた林産物の

採集 は ， 男 の 仕事で あ っ た た め
，

こ の 当時 ， 焼畑栽培や 湿地 出稲作 は
， 村 に 残 っ た 女が 中心 と

な っ て おこ なわ れた 。

（2） 湿地 田 の 移動 と分布の 状 況

a ．原生林開拓 の た め の 頻 繁 な田 の 移動 （開 拓期 初期 ）

原生 林は ，
ロ ン グ ハ ウ ス が建て られ た地 点を中心 と して ， そ こ か ら外へ 向か っ て 拓か れ て い っ

た 。 ロ ン グ ハ ウ ス か ら遠 く離れた原生林 を拓 く場合 は，出作 り小屋 （langleau） を建 て ，そこ に

滞在 しなが ら作業をお こ な っ た 。

15）
森林が拓か れ た と こ ろ は 雑草が 少な く，植付 け後の 除草の 手

＼ 物 の 存在 で あ っ た。1940年代以前 に も林産物 の 採集 以 外 に ，製材所 や 道路建設現場 な ど で の 出 稼 ぎ は

　　見 られ たもの の ，そ こ で の 雇用 機会はわずか で あ っ た と村 び とは い う 。

10） マ ル デ ィ か ら の ジ ュ ル ト ン の 積 み 出 しは 1901年 に 始 まり ［SG 　1／2／1902：1］，その 後，主要な林産物 の

　　ひ と つ と して 地 域 の 住民 達 に よ り盛 ん に採集 さ れ た。
11） 1885年 に マ ル デ ィ に は ，45軒の 商店 が あ り，400人 の 華人 お よ び マ レ イ の 商 人 が 住 む 町 に 発展 し た

　　［Chew 　1990 ： 75］。

12） ブ ル ル の 長 （leapitan）か らの 聞き取りに よ る 。 太平洋戦争直前 （1940年頃） に は 5 軒 の 店 が あ っ た と

　 　 い う。
13） N 村 の 古老 か らの 聞き取 りに よ る。

14） パ ラ ゴ ム ノ キ （Hevea 　brasiliensis） は，20世紀初頭 に サ ラ ワ ク に 紹介され，特 に 第 2 省 （現在の ス リ ア

　　マ ン 省）で は ， 植栽 可 能な場所 に は 植え尽 くさ れ た ［Cramb 　1988 ： 112］と表現 され る ほ ど，イバ ン に

　　よ っ て 盛 ん に植え ら れ た 。しか し，N 村 や そ の 周 辺 村落で は 戦争 開 始 （1941年）前 まで は ，それ ほ ど

　　盛 ん に パ ラ ゴ ム ノ キ の 栽培 は お こ な わ れ て い な か っ た 。 こ れ は ，
バ コ ン 川 流 域 で は そ の 当時が ち ょ う

　　 ど原生林 の 開拓期 と重 な っ て い た こ とに 加 え，野 生 ゴ ム が 豊富 で 値 が よ か っ た た め パ ラ ゴ ム ノ キ を植

　　栽す る 動機付 けが 低 か っ た ［SG 　16／3／1917 ：73］ こ と が 理 山 と し て 考 え ら れ る。さ ら に，1934年 以 降

　　は 国際ゴ ム 協定 lnternational　Rubber　Agreementに 基づ く生産調整 の 影響に よ っ て ，太平洋戦争前 は

　　パ ラ ゴ ム ノ キ の 植 栽 は 進 ま な か っ た と い う。N 村 に お い て ，
パ ラ ゴ ム ノ キ が 植 え られ る よ うに な る の

　　 は 戦争開始 （1941年） 以 降で あ っ た とい わ れ る。

　　　また ，焼畑栽培 と 湿地 田 稲作，お よ び林 産物採集の 仕事の 規模は常に
一

定で は な く，時々 の 状況 に

　　応 じて 変化 して い た よ うで あ る 。 SG に は，バ ラ ム 川流 域 に お い て し ば し ば 発 生 す る旱魃害，洪水害，

　　ま た，獣虫害に よ る米の 不作時に は
， 米の 購 入 の た め に 林産物採集 に 精が 出 さ れ ［SG 　17／1／1910 ：26 ；

　　1／4／1915 ：79］，林産物 の 価格 が 悪 い 時 や 林 産 物 の 収穫 期 が 米 の 収穫 と重 な っ た 時 は そ の 採集 が お こ な

　　わ れ ない ［SG　1／4／1931： 87 ；2／12／1935 ： 234コ，ま た，イ バ ン で あ る か は 不 明 だ が ミ リ近 郊 の 多 くの

　　村 びとが ミ リ で の 石油採掘 関連 の 仕事 に 従事 した た め，米 の 作付けが 減 っ た ［SG　2／1／1930 ：25；1／8／

　　1930：203］と い っ た 記録 が 残 っ て い る。
15＞ フ リーマ ン は ，ロ ン グハ ウ ス か ら遠 く離 れ た原生林を拓 く場合，焼畑か ら近 い 場所 に い くつ か の 世帯 ／
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市川 1 サ ラ ワ ク 州 イバ ン 村 落 に お け る移 動湿地 田 稲 作 の 変 遷

問が か か らな い た め ， 3 年 間 は 連作可能で ある 。 しか し，入植後 しば ら くは ，ほ と ん どの 村 び

とは 3年間の 連作 をせず， 2年連作 また は連作 をしない で 毎年の よ うに新た な原生 林を拓 き， 田

を作 っ た と伝 え られ て い る 。 こ れ は ， 先 に述 べ た イ バ ン の 土 地 の 先 取 占有 の 慣 習 の ｝
一
．村 び と

自 らの 七地 を拡 大 し て い くた め で あ っ た、， い っ た ん 開か れた Hlが放棄 され る と，草地か ら林地

へ と植生が 遷移 し，二 次林が形 成されて い く。

　栽培方法 は，原生林 を伐 り倒 した後，火入れ を して 田を開 き，そ の 後，散播に よ り植付け を

お こ なうと い うもの で あ っ た 。 斧 しか なか っ た 当時 ， 原生 林 の 伐採は重 労働で か つ 危険 な仕事

で あ り，　
16｝

男に よ っ て の みお こなわれ た。林産物採集な どの ため に村外に出て行 っ た男達 も，本

田準備 の 時期に は帰村 し，伐採作業 に従事 した 。 伐採 ・火入れに続 く散播 に よ る 植付けは手間

はか か らなか っ た 。 村 び とは，森を拓 い た 田 で の 植付 け は，移植 よ り散播 の 方が 効率的で ある

ため ，必 ず散播 で お こ な っ て い た とい う、，移植 で は焼 け残 っ た 多 くの 倒 木 や 株 を く ぐ り，ま た

ぎなが ら の 作業 とな り手間が か か る た め で あ る と説明 し て くれ た 。

　 b ．開拓 期後期に は 二 次林に も開か れ た 田

　 1940年代後半 にな る と頻繁に 冠水す る バ コ ン 川 に 近接 した地区 と，当時の ロ ン グハ ウ ス （図

3a） か ら の ア ク セ ス が 悪 く，表土が 薄 い 丘 陵の 尾根部 を除 い て おお むね 原生林 は拓か れ終 わ っ

た。また ， 村内 に 二 次林が増えて くる1930年代以降に なる と，村 び とは ロ ン グハ ウ ス か ら遠 く

離れた原生林 を拓 く
一

方で ， ロ ン グ ハ ウ ス 近 くで は 二 次林 を開 い て 田を作 っ た。 二 次林 に 開か

れ た 田 で は，散播稲作で 3 年連作 した後，そ こ を放棄 し，新た な 二 次林 へ 移 っ た 。 こ の 二 次林

に開 かれ た 田が ，図 3a に示 した 1947年頃 の 湿地田の 分布 として み とめ られ る 。 こ の 分布域 以外

に も， 村 び とに よれば，当時，焼畑や 田は村 の 周縁の 開拓前線に点在 して い た 。 航空 写真 か ら

も原生林が 拓か れ た 栽培地 ら しき存在は認め られ るが ，田 は草地 と して 明確に判 読 で きなか っ

た 。 こ れ は ，村 び と が言 うよ うに
， 原 生林 伐採後，短 い 連作期間 で 田 が 放棄 さ れ た た め ，草地

化が 進 まなか っ た の で あろ う 。

　航空写真 に現れた田 の 分布面積が小 さい の は，開拓前線 に点在 し て い た 田が 含 まれ て い な い

こ とと，当時，湿地田稲作 よ り焼畑が 盛 ん に お こ なわ れ て い た こ と に 加 え，村 の 人 1］規模が 小

さか っ た た め と推察する こ とが で き よう 。 村 の 規模は 入植 当時 の 6世帯か ら 1930年 頃で は 12世

帯，1941年で は 25世 帯，1950年で は 29世帯 と増 えた が ， 後の 1960年 代お よ び 1970年代 と比 べ れ

ば村 の 世帯数は まだ少ない 。

　以 ヒの よ うに ，開拓期 の 後半に は
一
二次林が 開か れ た もの の ，こ の 時期全般 を通 じて 特徴的 な

＼ が集ま っ た 小 ロ ン グ ハ ウ ス 状 の ダ ン パ （damPa ） が 建て られ ，さ ら に 各 々 の 焼畑 に 世帯 ご と の 出作 り

　 小屋 （tangkau） が 建 て られ る と報告して い る ［Freeman　1955：33］．し か し．　 N 村 で は ダ ン パ の 設置

　　は 稀 で 出作 り小屋 の み が 建 て ら れ る こ とが 一
般的 で あ っ た と い う。

16） 村 び と に よ れ ば，原 生 林 に 林立 す る 巨 木 を 伐採す る 際 は ，足場を組 ん で 板根 の さ ら に E部 を 斧で 伐 っ

　 た。当時 1本 を倒すの に 1 日要す る こ とも普通 で あ っ た とい うc
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の は，ひ とつ の 場所で 1 ， 2 年の 栽培後，田 を移動 させ る 散播稲作 で 次 々 と原生 林を拓 い て い っ

た 点で ある 。

2， 米 が商品化 した 時期 （1950年頃〜1985年頃）

　（1） 村 を取 り巻 く社会 ・経済的背景

　 a ．米の 商品化の 背景

　サラ ワ クで こ の 時期盛 ん に な っ た産業の ひ とつ に 木材の 商業伐採が あ る 。 太平洋戦争前の木

材伐採 は規模 が小 さか っ たが，
17＞

戦後は主 に海外 へ の 輸出を 目的と した商業伐採 が次第に 大規模

化 して い っ た 。

18〕
バ ラ ム 川流域 で は 1960年代は じめ に 木材 資源開発の 可能 性が 報告され る よ うに

な り 匚SG 　30／9／1963：230］，1960年代終盤以 降， 盛ん に伐採がお こ なわ れ る よ うに なっ た 匚SG

31／7／1969 ：180］o

　 マ ル デ ィ の 華人 商人 に よれ ば ， 1960年代以 前に も戦後復興 して きた マ ル デ ィ や ミ リか ら の 米

の 需要があ り，
バ ラ ム 川流域 の 村か ら米は買わ れ て い た 。 こ れ に加 えて ，1960年代以降に盛 ん

とな っ た商業伐採 に伴 っ て
，

バ ラ ム 川流域に数多 くの 伐採キ ャ ン プが 出現 し， そ こ か ら の 米の

需要に よ りそ の 取扱 量 が急 激 に増加 した と い う。 また ， 1970年代 に は輸入 米の 価格が 高騰 した

こ とに よ り， 現地米の 需要が さ らに高まっ た と考えられ る 。

19）
こ の よ うに して ， 1960年代お よび

1970年代の バ ラ ム 川流域 の米の商品性は飛躍的に高まっ た 。 マ ル デ ィ の 華人 商人 に よれ ば ，
バ

ラ ム 川流域の 中で もバ コ ン 川流域 は米の 最大の 供給 地で あ り，そ こ で 取れ た米 はす べ て
一

旦 マ

ル デ ィ に 運 ばれ た。バ コ ン 川流域 の 生 産量が 多か っ た の は，田 を作れ る 湿地 が豊富に あ る こ と

に加え ， イ バ ン が 多い か らで あ る とい う。バ ラ ム 川 流域 の 広 い 範囲で ， 複数 の 民 族 を相手に取

り引 きを して きたそ の 華人商人は
， イバ ン は流域内の 他民族に 比べ

， 時 々 の 商品性の 高 い もの

に特化 して生産す る傾向が 強 い と認め て い る 。 こ の よ うな背景の 下，バ ラ ム 川流域の 米の 生 産

量 は，サ ラ ワ ク の 他地域 に比 べ て 格段 と高 くな っ た 。

20）

17）例え ば，ミ リで 必要な建設資材を得 る た め に，バ ラ ム 川 で も1920年頃か ら製材所が 設置 され て お り，小

　 　規模 なが ら木材伐採 は お こ なわ れて い た 匚SG 　2〆8／1920 ： 176］。

18）戦後か ら 1960年頃まで は，軌道車 に よ る搬出方法 の 登場に よ り湿地林 の ラ ミ ン ramin 材 が 伐採 の 対象

　　とな り， そ の 後1960年代 か らは，チ ェ ン ソ
ー

お よび木材伐出や 林道造成の ため の 重機 の 登場 に よ り，山

　　地 の フ タバ ガ キ科の 樹木が対象と な っ て 大規模な森林伐採が 進 め られ て い っ た ［Kaur　1998 ；SG 　30／9／
　　1963 ：230］。

19）国際的な影響 を及ぼした 食糧危機 （1972年）や 2度 の オ イル シ ョ ッ ク の 影響 を受け て 1970年代 の 輸入

　 　米 の 価格 は 乱高 下 した ［小田 1999 ：111］。 サ ラ ワ ク政府 の 補助 に よ り米の 価格 は あ る 程度統制 され て

　　い た もの の ，1971年 の 24．46リ ン ギ ッ ト／ 100   が 1974年 に は 33．90リ ン ギ ッ ト と約 1．4倍上昇 した

　　［Departrnent　of　Agriculture　Sarawak　1981］。 1972年 以 降の 国際的な米価 の 値上 が りを ひ とつ の 要因 と

　　して 水田が 増加 した 例 は ，西 カ リマ ン タ ン で も報告さ れ て い る ［Seavoy　1980：63］。
20）福井 ［1980 ：712］の 推計 に よれ ば，1974〜75年 の サ ラ ワ ク に お い て ，中 国人 に よ る 商 業 的 稲 作 が お こ

　　なわ れ て い たマ トゥ ／ ダ ロ MatU／Daro 県 （district）を除き，一．一
人当 た りの 籾の 生産量 が 400　kg 近 く

　　に達 した の は N 村 の 属す る バ ラ ム 県 の 他 は リ ン バ ン Limbang 県 の み で あ っ た 。
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　 b ．村に残 っ た 労働力

　 1950年頃か ら1980年頃 まで は ， 稲作 と同様，植栽 された パ ラ ゴ ム ノ キ （Hevea　brasiliensis）の

樹液採取が村で 重要な生 業の ひ とつ で あ っ た 。 N 村で の パ ラ ゴ ム ノ キ の 植栽は戦 中か ら徐 々 に

お こ なわ れ始 めたが ，特 に盛 んに な っ た の は 1950年代 お よび 1960年代前半の ゴ ム の 価格 が好調

な時期であっ た。

21）
当時の ゴ ム の 仕事の 活況 は，村外か ら樹 液採取 をおこ な う働 き手 伽 〃）が

入 れ代 わ りN 村 に流 入 し ，

22、
最盛 期 に は 10人 以上 が 住み つ い て い た と い う話か ら も想像で きる 。

村 び と も， ゴ ム の 価格 が い い と きに は稲 作の 規 模 を小 さ くした り，稲作作業 の 手 を抜 い て まで

ゴ ム の 作業 に時間を割 い た。ゴ ム の 価格は 1960年代後 半か ら1970年代前半に か け て や や 低迷す

る が，これが 1970年代の 商 品として の 米の 重要性をさ らに高めた
一要因に な っ た の で あ ろ う。ま

た ，N 村で は 1970年前後か ら コ シ ョ ウ が 農業 局か らの 補助 （Pepper　Subsidy　Scheme ＞ を受 け て

植え られ る よ うに な っ た 。

23｝

　村外に出か け て お こ なわ れ た ジ ュ ル トン や ラ タ ン な どの 林産物採集 は 1950年代 まで は 見 られ

た が，それ 以 後は ほ とん どお こ なわ れ な くな っ た 。 代 わ り に ，村外 で の 仕事 として は，賃金 を

得 る た め の 出稼 ぎが 主 に未婚の 若 い 男 に よ っ て盛 ん にお こ なわ れ た 。

24】

しか し，彼 ら も結婚後 は

湿地 田稲作 と ゴ ム の 仕事 をす る た め に 村 に 残 っ て 生活 を送 る の が普通で あ っ た とい う。 こ の 時

期 に は，米，ゴ ム を中心 と した換 金作物の 価格が良か っ たため に，多 くの壮 年男性 が村 に残 り，

そ れ らの 生産に従事 した の で あ る 。

　c2） 湿地田の 移動 と分布 の 状況

　 a ．商 品米 の 生 産 に有利 な場 所へ の 移動

　開拓期を過 ぎる と村周縁 に残 っ た 原生 林に 出か けて 田を拓 くこ とは ほ とん どな くな り，湿地

田 は ロ ン グハ ウ ス 近隣に作 られ る よ うに な っ た 。 そ して ，戦後復興 して きた 周辺 の 町か ら の 米

需要に 応 じて 生 産量 を増や すた め ，田 の 面積は 徐 々 に 拡大 され て い っ た （図 3b）e さ ら に ，1960

年代以降，バ ラ ム 川流域 に数多 く出現 した伐採 キ ャ ン プ の 米 の 需要が 加わ っ て米の 商品性が よ

り高まっ た結果，田 はなお
一
層 拡大 され た とい う。 そ の 際，田が作 られ る場所は 図 3b に 示す ロ

21 ） ゴ ム 園 と湿 地 田 と の 関係 に つ い て ，サ ラ ワ ク の 第 2 省 （現 在 の ス リ ア マ ン 省） で は，1950年代 お よ び

　 　1960年代 に 匠陵で の ゴ ム 園の 増加が焼畑適地を奪 っ た こ とに よ り，水 田 が増加 した とい う報告 が あ る

　　［Cramb 　1988 ： 124− 125］。しか し，
　 N 村 で は ゴ ム 園 は増 え た もの の 焼 畑 の た め の 土 地 は ト分 に あ り，ゴ

　 　 ム 園 の 増加 と 関 係 し て 湿 地 田 が 増 え た わ け で は な っ か た と い う。
22） ほ とん どが 他地域 か ら出稼ぎ （b吻 鹹 ） に 来 た イバ ン で あ る 。 彼 らは．村 の ゴ ム 園で 樹液を採取 して

　　売 り，もうけを園の 所 有者 と折半 した 。 こ の よ うな 働 き手 は ， 1950年頃 か ら1960年代中 盤 まで N 村に

　 　い た と い う。
23）村 び とや 農業 局 の 農業普 及 員 か らの 聞 き 取 り に よ る 。
24） 村 び と に よ れ ば ，出稼 ぎと して ，1960年代 に は木材伐採 の 現場や 製材所，また，道路建設現場 で の 人

　　夫 として の 仕事 が，1970年代 に は そ れ ら に加 え ミリ お よ び そ の 近 郊で の 住宅 や 高層建 築物 な どの 建設

　 　現場 で の 仕事が 中 心 に お こ な わ れ た。
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ン グハ ウスの 東側の 地区か ら ソ ン 川沿い に移 っ て い っ た 。 その 結果が，図 3c で 示 され た湿地田

の 分布 に 現れ て い る 。 こ れは ，
ソ ン 川沿 い に広が る 「大湿地 （Paya　besai）」 と呼ば れ る地 区 を

中心に 大 きな［Hが 集中 し て 作 られ た結果で あ る 。 村 び とに よれ ば ， 1970年代 中盤 は N 村 の 歴 史

の 中で 湿地田の 面積が最大 とな っ た時期で ある 。 こ の こ ろ 規模 の 大 きい 経営 を して い た世帯 は，

4〜5ha ほ どの 田を作 っ て い た と推定 される 。

25〕
ロ ン グ ハ ウ ス か ら離れ た 田 を持 つ 村 び とは ， 農

繁期 に は居住性 に 劣る 出作 り小 屋 （langkau） に寝泊 ま りして 作業 を した 。

　 田 を開 く場所 と し て ソ ン 川 沿 い が 選 ばれ た の に は 2 つ の 理 由 が あ る。ひ とつ は ， ソ ン 川 の 水

運が利用で きたこ とで ある 。 元 来 ， 歩 きに く く移動に労力が か か る湿地 で は ， 大量 の 収 穫米の

運 搬方法が 問題 と なる 。 ソ ン 川は 川幅 が 3〜4m あ り， 流木の 除去や t 手の 補修など の 管理 を

す れ ば ロ ン グボ
ー

トに よる往来が 可能 な村 内唯
一

の 川で あ る 。 そ こ で ， ソ ン 川 沿 い に 田 を開 い

た 世帯が 川の 維持管理 を分担 して お こ なうと い う取 り決めが な され ， そ の 水運が 利用 され る よ

うに なっ た。収穫米は田か ら直接 ロ ン グ ボー トに積 まれ， ロ ン グ ハ ウ ス ある い は ク ア ラ ニ ャ ボ ー

ル まで運 ばれ た 。 もうひ とつ の 理 由は ， 大 きな 田 を開 くた め に村 で 最大の 湿地が 広が る ソ ン川

沿 い が適 し て い た こ と で あ る 。 当時 は 3 年連作後 に 田 を移 し，新 た な 二 次林 に田 を開 くと い う

稲 作がお こ な われ て お り，その シ ス テ ム を維持 する た め に も広 い 土 地が 必 要 で あ っ た 。

　特徴的 な こ とは ， 全湿地田 面積の 増加に もか か わ らず，同時期の 世帯 数に それほ どの 増加 が

見 られな い こ とで ある 。 図 3 か ら計測 した湿地 田 の 分布範囲 と各年の 村 の 世帯数は
，

1947年に

は 75ha で 29世帯 ，
1961年に は 297　ha で 46世帯 ， 1977年に は 534　ha で 55世帯で ある 。 1947年

か ら1961年の 問，田の 分布面積 は 4．0倍 に な っ た の に対 し，世帯 数 の 増加 は 1．6倍 に と どま っ た。

次 に ， 1961年か ら1977年の 間に 田の 面積 は 1．8倍に な っ たの に対 し世帯数 は 1．2倍に な っ た 。 1947

年か ら1977年の 問 に，世帯の 構成人数の 急激 な増加 な どの 変化 は 見られなか っ た と い われ て い

る の で ，世帯数 の 増 加 と人口 の 増加 が ほ ぼ 比例 し て い る とすれ ば ， 出 の 面積 の 拡大 の 率 は ，人

rl増加率 を大 き く上 回 っ て い る 。
つ ま り， 人 口増が 湿地田 の 拡大 を誘発 した の で は な く， 前述

の よ うに 米が 商品 と して 大 きな価値 を持 っ た こ と に よ り，そ の 増産 の た め に 田 が拡大 した と考

えられ る 。 調査年で は ，村 の 半 数程度 の 世帯 の み が湿地 田稲作 をお こ な っ て い た ので あるが ，

1980年頃 まで は ， す べ て の 世 帯が 田 を作 り，米 を売 っ て い た と村 び とは 当時 を振 り返 っ て くれ

た 。

　一方 ， N 村の湿地 田の 拡大は ， 政府が 進め て い た米 の 自給化政策
26）

に よ る直接 的影響を受け

25） 村 び と は，当時 の 大 きい 田 は 目算 で 10エ
ー

カ
ー

（約 4　ha） 以 上 あ っ た と い う。また
， 豊作年に収穫 の

　　多 い 世帯 で は ，100グ ニ （guni ：米 な ど を 入 れ る 袋） ほ ど の 米 （60   ／グ ニ と して 6，000　kg （籾 重 ））

　　が とれたとい う 。 豊作年 の 収量 を 1，200kg ／ha として 田 の 面積を推算す る と 5ha に な る。
26） ブ ル ッ ク 時代か ら米 が 自給 が で きず，輸入 に た よ っ て き た サ ラ ワ ク で は，米の 増産 が 農業分野 の 主 政

　　策 の ひ とつ と な り，水稲 作 へ の 援 助 （Assistance　to　Wet−Padi　Planters）計画 （1959年〉，灌漑排 水局 の

　 　設 置 （1967年），ま た 米 自給政 策 （1973年） な ど の 制 定 に よ り水 田稲 作 を増 や す試 み が な され た

　 　 ［Solhee　1988］。
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市 川 ：サ ラ ワ ク 州 イバ ン 村落 に お け る 移動湿地 田 稲作 の 変 遷

た結果見 られた もの で は なか っ た 。 そ の 政策 ド．州内の い くつ か の 地 区で 灌漑 ・排水施設が 設

け られ 水田造 成 が進め られ たが ，N 村 周辺 は バ コ ン川の 増水に よ る洪水害を頻繁に受け るた め ，

そ の 実施対象地区か らはず され た とい う。

271
湿 地 田 の 拡 大 と ソ ン 川 沿 い へ の 田 の 集中 は ，米の 商

品性が 高 ま っ た こ とを主な要 因 と して お こ っ た の で あ る 。

　 b．休閑 に よ る雑草対策の ため の 田 の 移動

　米が 商品化 した 1960年代お よび70年代 に は，ほ と ん ど の 湿地 田 は主に 「 次林 また は 草地 が 開

か れ作 られた 。 す なわ ち，二 次林 を開 い た 出 で の 最初の 収穫後 （4 月），そ こ は再び本田準備 を

は じめ る 7 〜 8 月まで の 問 に エ ン パ サ ン emPasang （Scleria　sumatrensis 　Retz、） と呼ば れ る カ ヤ

ッ リ グサ科の 大型 多年草 （草 丈 2m 前後，以下，カヤ ツ リグサ）が 密生す る草地 とな る： 2 年

目お よび 3 年 目はそ の カ ヤ ツ リ グサ 草地 を開 き，火 人れ す る こ と に よ っ て 本田 準備が な され

た避 カ ヤ ツ リ グ サ 草 地 の 伐採作業 は性別に 関係 な くお こ な われ る が ，二 次林の 伐採 は．原生林

の 場合 よ りは 入手が か か らず容易で ある もの の ，や は り男 の 仕事で あ る ． こ の 時期，村 には 男

手が 残 っ て い たた め ，林 地 伐採の た め の 労働力 の 問題は小 さか っ た と い う 。

　本 田 準備 後 ， 植 付け は散播 に よ っ て お こ な わ れ た。 N 村 で は 1970年代終盤 まで は 苗代は まっ

た く作 ら れず，すべ て散播 に よ っ て 植付け られ た 。 同 じ場 所で 3 年間連 作す る と，散播後に 出

現する 雑草が増 え ，

29 旨

稲 に 影響 を及ぼ す 。 特に
，

ソ ン 川 をやや 遡 っ たと こ ろ の 湿地で は ， 湛水す

る 頻度が減 る ため ，雑 草が多 く出たと い 5 ，， こ の ため ， 3 年連作 後，田は放棄 され ， 4年 目の

稲作は新た な 二 次林 に 田 を開 い てお こ なわ れ た，，．一一
方，1970年代終盤 に なる と， ロ ン グ ハ ウ ス

に 近 く， 洪水害や 獣害 の 少 な い 稲作 に 好 条件 の 地 区 で は
， 除草剤 パ ラ コ ー ト

3C）1・
の 利用 と移植 に

よ る植付 け に よ っ て 4 年以 上 の 連作が お こ なわれ る よ うに なっ た／t、 しか し ， それ は ご く　
・
部で

あ り，ほ と ん ど の 田 で は 前述 の とお り 3 年連作後，新 た な二 次林 に 出 を開 く方法が とられ て い

た 。

　移植 をすれば雑草 との 競争 に強 い 稲作 が 可能 とな る． しか し，村び とは，作業量 がか か る移

植 で は 当時 の 広 い 田 で の 植付 け は 困 難 で あ っ た と 断 言す る ［／
：l／l

また，同様に人力 や 除草剤の 散

布
32；

に よる 除草 も手 間や経 費がかか りす ぎた 。 N 村 で は ，当時の 稲作作業の 従事者数は，男手

27）農業局の 農業普及員か ら の 聞き取 りに よ 惹 ，
28） 刃 渡 り lm ほ ど の 山 刀 を 野球 の バ ッ トス イ ン グ の 要領で 振 り．カ ヤ ツ リ グサ を根元から刈 っ て い く。

　 　 刈 り終 わ っ た ら， 1 〜2 週間ほ ど放置
・
乾燥 させ ，火入 れ す る．カ ヤ ツ リ グ サ 草地 で の 稲作 の 詳細 に

　 　 つ い て は ，市川 L2000：79 −83］を参賑 さ れ た い 。
29） 代表的な雑草 は，ア カ バ ナ 科チ ョ ウ ジ タ デ 属 の エ ン チ ュ ル ン ガ enchurunga （Ludwigia　sp．） で あ る。
30＞ パ ラ コ ートは，非ホ ル モ ン 型 の 接触性除草剤で，草種に よ る選択性は 少な く，ほ とん どすべ て の 草 に

　 　 強 い 除 草 効 果 を示 す 。村 で の パ ラ コ ートの 使用法 に つ い て は 市川 ［2000 ：81］ を参照 さ れ た い ． N 村

　　 で バ ラ コ
ー

トは 1970年頃 に は す で に 知 られ て お り，当時 コ シ ョ ウ 園の 除草 の ため に 使 わ れ て い た が，当

　 　 初，稲 に 悪影響 を 及 ぼ す と 信 じ ら れ，稲作 に は ほ と ん ど使 わ れ な か っ た と い う．：
31〕植付け に かか る労働量 を調査年に お け る N 村で見られ た作業か ら推定す る と，移植 に は 56人 日／ha か

　　 か る の に 対 して ．散 播 は 間 引 き移 植 の 作 業 を 含め て も10．5人 日ノha の 労働力 で す む ［市川 2000 ： 87〕．
32） た だ し，散播に よ る植付 け 後 t 除草剤 2，4−D が まか れ る こ とがあ っ た　 しか し，雑草 の 状況 や 稲作世 ／
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が 村に残 っ た とは い え，
一

般的に世帯 当た り 2〜 4 名ほ ど で あ っ た 。 さ ら に ，村 内で は労働力

の 余剰が少 ない ため ， 稲作作業の ほ とん どが世帯内の構成員に よ っ てお こなわれて い た 。

33） N 村

で は ，林地休 閑に よる雑草の 抑 制に よ り散播が可 能で あ っ た ため ， 米の 商晶 性の 高ま りに応 じ

て 少 ない 労働力で 広 い 田 の 植付 けをおこ ない ，米 を増産す る こ とが可能 で あ っ た の で ある 。

3． 稲作 が縮小 した時期 （1985年頃〜調査年 （1998年 ））

　田 　村 を取 り巻 く社会 ・経済的背景

　 a ．MB 道路 の 通過お よ び ミリの 発展とクア ラ ニ ャ ボ
ール 華人商人 の 離散

　MB 道路が村 の 北西部 を通過 した の は 1965年で あ っ た 。 それ以前は村 か らミ リまで は徒歩で

1 日か か っ たが ， 道路 の 開通に よ っ て 車が あれ ば未舗装 の 当時で も 1時 間ほ どで 行ける よ うに

な っ た 。

34）
道路 が 開通 してか らも，ほ とん ど の 村 び とは，米や ゴ ム の 生 産 に有利で ，それ らの 出

荷が容易 な川沿 い で引 き続 き暮 らして い た 。

35）
しか し， MB 道路の ビ ン トゥ ル 方面へ の 延伸 とミ

リ の 発展 に 伴 い 交通量が 増 えた 1970年代半 ば頃か らは，川沿 い に住 む村 び と も MB 道路沿 い に

小屋 を設 けて，そ こ で 野菜や手芸品 （竹製の 平ザ ル な ど）等 を売 る ように な っ た 。 また，1970

年 頃作 られた コ シ ョ ウ 園は，バ コ ン 川沿 い の ロ ン グ ハ ウ スか ら MB 道路 へ 至 る途 中の 丘 陵斜面

に 開か れ ， 収穫物は クア ラ ニ ャ ボ
ール よ り価格の よ い ミリに MB 道路 を通 じて だ された 。 こ の

よ うに ，
1970年代 以 降 ，

MB 道路や ミ リの 市場 の 影響 を受 け ， 村 び との 生 活圏は川 沿 い か ら道

路沿い に徐々 に移っ て い っ た 。

　ミリは ，戦災に よる壊滅的被 害か ら復興 し ，
1960年代 以降 ， 商業木材伐採や ミ リ沖の 海底油

田開発 に よる石油産業 の 隆盛に伴 っ て 急速に発展 した 。
バ ラ ム 川の 木材伐採 は 1990年代前半 ま

で盛 ん にお こな わ れ，ミ リの 石油産 業 も順 調 に伸び続 けた 。

36）
また， ミ リ周辺 で は オ イ ル パ ーム

プ ラ ン テ
ーシ ョ ン の 開発が MB 道路 開通以降進 ん だ 。

37〕
こ れ らの 周辺地域 の 盛ん な産業の 影響

を受けて
，
1980年代 およ び 1990年代前半に ミ リは以前 に もまして 急速 な成長 を示 した 。 1980年

　＼ 帯の 経済的状況 に よ り， すべ て の 田 で 除草剤 が 常用 さ れ て い た わ け で は な か っ た。雑草 の 抑制 は，主

　 　 に 田 を放棄 し林地 休閑 させ る こ とに よ りお こ な わ れ て い た と い う。な お，サ ラ ワ ク で は，遅 くと も1954

　　 年に は種類不明で あ る が液体お よ び粉の 除草剤 の輸入 が記録され て い る ［Department　of　Agriculture
　 　 Sarawak　1965：90］。
33） た だ し，

一
部の 特に 生産量 が 多か っ た世帯で は，収穫 の 際，他世帯の 村び とを作業者と して 雇 うこ と

　 　 があ っ た と い う。

34）村 び とに よ れ ば，定期 バ ス の 運行が始 まるの は1970年代初め で ， それ まで は公共事業局の トラ ッ ク な

　 　 ど に 相 乗 りを頼 み ミ リ へ 出か け た とい う。
35）一

部 の 村 びと （8世帯）が 道路建設中 の 1964年 に 川 沿 い の ロ ン グハ ウ ス か ら分 か れ，道路沿 い に 居 を

　　 か まえた が ，当時 の 大部分の 村び と （47世帯）は それ までどお り川沿 い で の 生活を続けた 。

36） サ ラ ワ ク の 丸太輸出量 は ，1990年代前半 まで 増 え続 け約 1
，
5001）

’
　mR に の ぼ っ た 。 同様 に 石油輸 出量 も

　　 増え続け，1996年 で は 1 千万 トン 近 くに 及 ん で い る ［Department 　of 　Statistics，　Malaysia　1997］。

37）特に サ ラ ワ ク の 1990年代前半以 降の オ イ ル パ ーム プ ラ ン テ ーシ ョ ン 面積の伸び は著しく，1996年 に は

　　 約 16万 ha に 達 し て い る 匚Department　of　Statistics，　Malaysia　1997：47］。 こ の プ ラ ン テーシ ョ ン 開発

　　 の 中心地が ミ リ ・ビ ン トゥ ル 間 で あ っ た ［King 　1993 ：277］。
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の ミ リ の 市街 地人凵 は約 5 万 2千 人で あ っ た が ，1991年 に はそ れ が 約 10万 3 千 人 とほ ぼ 2 倍 に

増加 した ［Department 　of 　Statistics，
　Malaysia　1997： 26］。 また，1980年代半 ば以降進ん だ MB 道

路の 舗装化や 拡幅 な ど の 整備 に よ り， ミ リへ の ア ク セ ス の 利便性 は 向 ヒして い っ た 。

　こ の よ うな背景の 下，バ コ ン川流域で は，MB 道路 へ の ア ク セ ス が 容易なイ バ ン の 村 々 は ，そ

れ まで の 川 を介 した 川沿 い の 商 人集落 との 関係 を，道路 を介 した ミ リ との 関係 に次 第に 移行 さ

せ て い っ た 。 そ の 結 果 ， ク ア ラ ニ ャ ボ
ール の 商人達は ， 取 引 相手 の イバ ン の 村 々 を ミ リに徐 々

に とられ る こ とに よ り商売が立 ち行か な くな り，1985年に 4軒す べ て が 店を閉じ ミリや マ ル デ ィ

な どへ 転居 した 。

38）

　 b．村 び と の MB 道路 へ の 移住 と村の 様 々 な物 産 の 商 品化

　1980年 頃か ら米や ゴ ム の 商品 と し て の 魅 力が 薄れ て きた 。 村 び と に よれ ば ， 米の 売値 は下が

る こ とは なか っ たが
，

39｝
村で の 他の 仕事か ら生み 出され る利益 との 比較 にお い て米の 重要性が 低

下 した 。 ゴ ム も同様 で ， そ の 値が 1985年以 降 2 リ ン ギ ッ ト／kg 前 後 を変動 してお り，
1980年 頃

と比 べ て極端 に 悪 くな っ て い ない が ，そ の 仕事 の 重要性 はや は り相対的 に 低下 した と い う。 こ

の よ うな背 景に加 え， N 村で 米 と ゴ ム の 商品性 が
一
気 に低下 した きっ か けは ，クア ラ ニ ャ ボー

ル の 華人の 転居で あ っ た とい う。 そ れ に よ り，川沿 い に 住 む村び とた ち は米や ゴ ム の 売 り先 を

失 っ た 。 同 時 に，彼 らは ， 砂糖 ，
塩 ， コ

ー
ヒ

ー，缶詰め等 の 日用 品の 購 入先 も失 うこ とに な っ

た 。

40 ）

　村び との 日用 品の 購入先 は ミ リへ 移っ た 。 彼 らは ，1985年以降 ミ リに 出やす い MB 道路沿 い

に 仮住 まい の 小屋 を建 て た 。 川沿 い の ロ ン グ ハ ウ ス と道路 と の 間は，片道 2 時 間 ほ どか け て ぬ

か る み の 多 い 小道 を歩か ね ば な ら ない が ，村 び とはそ の 間を往復する 二 重生活 を始め た 。 こ の

こ ろ に は ，MB 道路 の 整備に よ り村 か らミ リまで の 所要時間は バ ス で わずか 30分程 とな り，運

行本数 も増 えて ミ リへ の 「距離」は さ らに縮 まっ た c1995 年に新 たな ロ ン グ ハ ウ ス が MB 道路

沿 い に建 設 され 始め ，
生 活拠点 は 完 全 に 道路 沿 い に 移 っ た 。道路沿 い は 川沿 い に 比 べ て 湿地 の

範囲が 限 られ，大 きな 田 を開 くに は 向か な い 場所で あ る，〕ゴ ム 園 も主 に 川 沿い の ロ ン グ ハ ウ ス

近 くに分布 し て お り， 道路沿 い に は限 られ て い た 。

　 1985年以降，村び とは道路わ きの 販売小屋 で 以 前 よ り多くの 村 の 産物 を盛 ん に 売 る よ うに な っ

た 。 例 えば ，ラ タ ン 製 の 籠類 ，
曲

ill菜 （シ ダ類や ラ タ ン 類 の 若芽 など）， 焼畑 か ら採れ た野菜類 ，

38＞ N 村の 村 び とや プ ル ル の 華 人商入 か ら の 聞 き取 り に よ る 。

39） た だ し，1980年代以降の 国際 的 な 米 の 過剰 生 産 に 伴 う輸 人米価格 の 安値 ［小 田 1999 二 96］が 地元米 の

　　価格 に 影響 し た ”∫能性 はあ る 。

40＞ もし，米 や ゴ ム を売 ろ う とす れ ば，船外機付 きの ボ ートで 1 時間 か けプ ル ル まで 行 か ね ば な らず，そ

　　れ は燃料費が か か る た め 割 に 合 わ な か っ た 。 また ，運 搬 が 容 易 な 日 用 品 は ミ リで 購入 で きる が ，川 沿

　　い の ロ ン グハ ウ ス と MB 道路 の 間 （徒 歩 で 2 時間） を往復 しなければな ら なか っ た 。

41） ラ タ ン の 籠 類 は ，昔 か ら村 で 作 ら れ て い た も の で は なく，1985年 頃 か ら商品用 に 村 び と に よ っ て 創 り

　　出され た 、 最初は，華人が売 っ て い る籠な どを真 似 て作 っ た と い う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 241
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果実類 な どで ある 。 また ， ミリにそれ らを運 び街頭で も売る よ うにな っ た 。 そ こで は 1995年か

ら 2 ， 3世帯に よ っ て米も売 られ る よ うに なっ た 。

42〕
さらに ，

コ シ ョ ウや家禽 は ミ リの 華人商人

に売られ た 。 出稼ぎの 形態も米や ゴ ム の 商品性が高か っ た こ ろ と は異 な っ て きた 。 1980年代以

降の 出稼 ぎは ，成長 を続 ける ミ リ周辺の 住宅建設や イ ン フ ラ 開発 な どの 作業現場 で の 短期契約

の 仕事が多 く， 村で の 人の 出入 りが激 し くな っ た。また ， 村内で の 米や ゴ ム の 仕事が 中心で あっ

た頃 とは異 な り ， 結婚 後 も夫の みが 長 い 期間 ， また，妻子連 れ の 家族で長期 間村 を不在 に して

出稼 ぎに携 わ る世帯が 増 えた 。 1985年以降，米 とゴ ム の 販売 は，限られた
一

部の 世帯 で は見 ら

れた が ，
ほ と ん ど の 世 帯 の 主 な現 金収入は 上 で 述 べ た よ うな米，ゴ ム 以 外の 仕事か ら得 られ る

よ うにな っ た 。 調査年 で は，米 ・ゴ ム の 仕事は きつ い 割に 収入が 少な い と し て ，稲作 は約半数

の 世帯で ， ゴ ム の 仕事は ほ とん どすべ て の 世帯で 敬遠 され て い た。

　（2） 湿地 田 の 移動と分布の 状況

　稲作が縮小 した 1985年ご ろ か ら調査年 （1998年） まで の 田 の 場所の 変遷 と移動の 理由に つ い

て ，
い くつ か の 世帯 は明確 に記憶 して お り，具体 的な事例 を聞 き取 りに よ り確認で きた 。 こ こ

で は ，D お よ び Jの 2 世帯の 田 の 場所の 変遷 を示 した （図 4 ，表 1 ）。　 D 匿帯 は ， 村の 中で も土

地持 ちで 80ha ほ どを保有 して い る
…

方 ，
　 J世帯の 土 地保有面積は村の 中で も決 して 多 くは な

く 12ha ほ どで あ る。
43〕

こ こで は，各世帯 の 一E地保有面積の 多少 と田 の 移動頻度や 移動 先が関

係ある と考え ， 上 の 2 世帯 の 例 を示 してみ た 。 移動頻 度に つ い て は
，

N 村 で は 村 び と どうしで

土地 を無償で 貸 し借 りす る こ とが 普通に 見 られ るた め ， 土 地の 少な い J 世帯は土 地 を借 りる こ

と に よ っ て 3 〜 4 年ご と に田 を移 動させ て い た。た だ し ， 田 を開 く場所 に つ い て は ，
D 世帯が

利便性 の 高い ロ ン グハ ウ ス の 近 くに開 けた の に対 して ， J世帯は ロ ン グ ハ ウ ス か ら離れ た場所

に 田を開 い て い た 。 こ れ は ， J世帯 は ロ ン グ ハ ウ ス に 近 い 便利 な土地 を借 りられ な い か らだ と

い う。

　以 下 で は ， D お よび J世帯 の 事例 を交え なが ら ，
　 N 村 で見 られ た 1985年か ら調査年 まで の 田

の 移動 に つ い て説明する 。

　 a ．田 の 縮小 と MB 道路沿 い へ の 移動

　 ク ア ラ ニ ャ ボ ール の 華 人商人が 離散 し，米の 売 り先の 消失 に よ るそ の 商品性 の 急落 に伴 い
，

1985年以 降，田 の 面積は
・気に 縮小 され ， 稲作 は主に 自給米 の 生産 の た め に お こ なわれ る よ う

に な っ た 、湿 田稲作 を止 め る世 帯 も次 第に で て くる ． 米 の 生産量が 落 ちた こ と に よ り，運搬 の

問題が小 さ くな り，
ソ ン川沿 い の 水運 を利用す る必要性は低 くな っ た 。 こ の ため 田 は 1985年を

42＞輸入 米 よ り食味 に 優 れ る現 地 米 は，前者と差別化 され ，よ りよい 値段 で ミ リ などの 都 市で 売 られ る よ

　 　 うに な っ た 。

43）土 地 の 測量 ， 登 記 は な さ れ て お らず，正確 な保有面積 は 不明 で あ る が，こ こ で の 数値 は 各世帯 の 自己

　　 申告 と土 地 の 事情 に 詳 し い 村 び と か らの 聞き取 りに よ り推定 した 。
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湿地 田 の 場所の 変遷

が 作成 。

年、．

表 1D お よ び Jl辻帯 の 湿 地 山 の 場 所 と移 動 の 理 由

出所 ：現 地 調査 よ り筆者 が 作成 、
　注 ： 1．植付 け 法 は ，b； 散播．　 bt： 散播後，苗代 の 前を補季［1
　　　　 82−84二参照 。

　　　2．田 の 移動 の 理 由 は，各世帯 か ら の 聞 き取 りに よ る tt

it ； 移植 で あ る 。詳細 は ，市川 ［2000 ：
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表 2 地区別 の 湿地 田筆数 の 変化

植付け年 1995年　　 1996年　　 1997年　　 1998年

　 バ コ ン 川沿 い （筆）

　 MB 道路沿 い （筆）

　　　 計 （筆）

湿 地 田稲作世 帯数 （世帯）

000832

匚

」

∩
D

32

「

DO

19044 9415047 30

り

06

14

＾
「
D

」
4

出所 ：現地調査 よ り筆者が作成 。

　注 ： 2 筆 の 田を持 つ 世帯があ る ため．筆数 の 計 と世帯数 は一
致 しない

。

境 に ソ ン 川 沿い か ら生活に便利な当時の 川 沿い の ロ ン グ ハ ウ ス 周辺 に移 され た 。 例 えば ， D 世

帯で の D2 か ら D4 へ の ，また ，　 J世帯で の J1か ら J2 へ の 田の 移動が こ れに 当た る 。

　村 び とが MB 道路沿 い で 過ごす時間が増 える に つ れ ， 田 も次第に 道路沿 い の 湿地 に 移 された 。

特に， ロ ン グ ハ ウ ス が完成 した 1996年以 降 は，道路沿 い の 田 の 筆数が 川沿 い を大 き く上 回 る よ

うに な っ た （表 2 ）。 D 世帯は 1996年に川 沿い の D4 を放棄 し ， 道路沿 い の D6 を新た に開 い て

い るが ， 他の 多 くの 稲作世 帯 も同様 に 田 を移 した 。 なお ， 表 2 に お い て ， 1995年の 稲作世帯数

が少 ない の は， ロ ン グ ハ ウ ス を建 て る ため の 現金が必要 とな り，出稼 ぎや換 金産物 の 生 産を優

先 して ， 湿地 田稲作 を一時 中断 した世帯が い くつ かあ っ た た め で ある 。 そ の 後，建築が ある 程

度進展 した 1996年以 降に は稲作を再開する世帯が現れ た 。

　 b ，多様化 した栽培 方法 と一部 の 田 で の 連作年数 の 長期化

　1980年代以降は本田準備が 山刀で の 伐採 に よっ て だけで はな く， 除草剤の 散布に よっ てお こ な

われ ，また ，植付 けが散播だ けで は な く移植 によ っ てお こ なわ れ るな ど，栽培方法が以前 よ り多

様にな っ た とい う。 栽培 方法の 詳細 は，すで に報告済み の 前稿 ［市川 2000：79− 85］を参照 され

た い 。

　田が二 次林 に開かれ作 られる こ とは少な くな り，
44）

ほ とん どが カ ヤ ツ リグサ草地かエ ン ク ロ

ポ ッ enleroPok （Leersia　hexandra　Svv．〉 と呼ばれ るイネ科の タ イワ ン ア シ カ キの優 占する草地に

開かれた 。 草地 が主 に 開か れた の は，除草剤の 利用や移植 に よる植付け に よ っ て 雑草の 問題が

な くな り，また ，手間の か か る林地の 伐採が避け られ て い た か ら で あ っ た 。 そ の 背景に は ， 伐

採作業の 担 い 手 で ある男 が 出稼 ぎで しば しば村 を不在 にす る こ とが ある と い う。

　村 で は，以前 の よ うな出作 り小屋で の 長期 間の 滞在は嫌わ れ る よ うに な り，道路沿 い の 家屋

（1985年 ご ろ か ら1996年 まで は個別の 家屋 ， 1996年以 降は ロ ン グ ハ ウ ス ） 中心 に生 活が営 まれ る

よ うに な っ て きた。そ こ は，山菜な ど の 商品を集め ，MB 道路沿 い あ る い は ミリに運び 売る際

の 拠 点と な っ た ほ か ， ラ タ ン 籠等を製作す る ため の 作業場 と して も快適で 商品 の 生産が 効率 よ

44） 例 え ば，調 査年 （1995〜96年） で は，林 地 に 開 か れ た 田 は 4筆 で あ っ た の に 対 し，草地 に は 46筆が開

　　か れ た ［市川 2000； 88］。林地 が 開 か れ た の は， 4筆中 3筆の 場合，田 をバ コ ン 川沿 い か ら MB 道路

　 　沿 い に 移 した 世帯 が 二 次 林 を 開 い た た め で あ っ た。
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くお こ な え るた め だ と い う 。 こ の ため
， 家屋 に近 い 場所 に連作期 間を延 ば し て よ り定着的 に 作

られ る田が 増えた。1995年に 開かれ た 田 は ，計 50筆中 ，
27筆が連作年数 4 年未満で あっ た

一一
方，

23筆が 連作 年数 4 年以一ヒで あ っ た ［同上 論文 ；88ユ。最長で も 3 年の 連作 まで で あ っ た 1970年代

まで と比べ ，連作年数の 増 えた 田が多 い 。長 期連作化の 傾向は，1970年代終盤か ら
．一

部で 始ま っ

て い た。表 1の D1 の 田 の ように ，当時の 川沿い の ロ ン グ ハ ウ ス に近 く， 洪水害や獣害 の 少 な

い な どの 稲 作に好条 件の 場所で は ， 調査 年 （1998年）に 至る まで 約 20年間連作 され て きた 田 も

見 られた 。 そ こ で は雑 草 の 問題 が 除草剤 の 利用 や 移植 に よ っ て 解決 され て い た 。

一
方 ， 連作年

数が 4 年未満の 田は全筆中の 半数以上 を 占め た 。 こ れ らの 田の 移動の 理由 は ， 表 1 に 見 られ る

ように，雑草 の 発生 や 獣害 など の 栽培上の 問題を避 ける ため と， すで に述べ た とお り道路 沿 い

に新 た な田 を開 くな ど で あ っ た 。

1V 　お わ りに 移動 と散播が支 える湿地 田稲作
一

　本文 よ り明 らかな よ うに，N 村で は入植時か ら調査年 に至る まで ， ほ とん どの場合，湿地 田

稲作 は 田 の 移動 を伴 い なが らお こ なわ れ て きた 。 田 の 移動 を引 き起 こ す要 因 は 2 つ に 要約で き

る （表 3）。 ひ とつ は ， 雑草害や 獣虫害を避 ける な どの 栽培技術的 な要因で あ っ た 。 村び とは特

表 3　各時期に お け る 湿地 田 の 移動 とそ の 主 な要因

時　期 社会 ．経済議 颪
＝ ＝ ＝ ＝＝

丁
＝＝

覊瀟 蕪 訂
＝ ＝

開 拓期

（1900年頃〜 の 栽培後 に新 た な 原 生 林

1950年頃）
〔

米が 商品化 凋辺町 で の 米の 需要 に

し た 時期 に は ロ ン グ ハ ウ ス 周辺 に

土 地 の 先取 占有の 慣習 に よ り，ひ とつ の 田で 1 〜 2 年

　　　　　　　 凋辺町 で の 米の 需要 に 応 じて 田 は 拡大 し，1960年 ご ろ

　 　　　 　　 に は ロ ン グ ハ ウ ス 周辺 に 集中 し た （図 3b）。そ の 後，伐

（1950年 頃 〜1採キ ャ ン プで の 需要に よ り米の 商品性 が さ ら に高 まっ た

　 二 次林 に 田 を開 き 3 年連

作後 ， 雑草が 発 生す る た め ，
他 の 二 次林 へ 移動 し田 を開

45）福井 ［1980］ は ， 休閑をサ ラ ワ ク の 湿地 で の 稲作 の 特徴 の ひ とつ と して あげ て お り，それは上壌 の 肥

　　沃性 を高 め る た め で あ る と して い る 。 こ の 点 に つ い て N 村 の 人 々 は ，近年 ま で の 稲作 の 中 心 で あ っ た

　　バ コ ン 川沿い の 湿地 に は，しば し ば もた ら され る洪水 に よ っ て 新 しい 土が供給 さ れ る た め ，肥 沃性 の

　 　問 題 は な い とい う。すで に 本文 で 述べ た よ うに ，調 査年 ま で 20年 ほ ど施 肥 無 しで 連 作 され て き た 地 区

　　も見 られ た 。
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に雑草対策 として の 休閑地 へ の 移動の 必 要性を強調する 。

4［’）
もうひ とつ は ， 社会 ・経済的な要因

で ある 。 こ れ に は ，土地の 先取 占有 の 慣 習 に基づ く村 び と 自らの 土 地 を増や す開拓 の た め の 移

動，商 品米 の 生 産 ・運搬 に有 利 な場所 へ の 移動， また ，
ミ リへ の ア ク セ ス の よ い 道路沿 い へ の

転居 に伴 っ た 田の 移動，と い っ た事例 が見 られた 。

　移動する田 で選択 されて い た栽培技術は ほ とん どが散播で あ っ た 。 前稿で述 べ たよ うに ， 1995

年 に開か れ た 田 で 連作年数 4 年 未満 の 27筆中20筆で は散播 が お こ なわ れ て い た ［同上 論文］。 ま

た，表 1 に見 る よ うに，定着 田 の Dl で はす べ て 移植で 稲作 が お こ なわ れて い た の 対 し て ， 1

−一
　4 年 ご とに移動 して い た田 で は すべ て散播 で行 われ て い た。散播が お こ な わ れ る 理 由は

， 移

植 に 比 べ て 散播 で は植付 けに か か る労働力を大 き く節約で きる ため で あ る ［同上 論文 ：87］。 特

に ， 本文 中に も述 べ た よ うに ， 倒 木や株が 多 く残 る 森 を拓 い た直後の 田 で は ， 散播の ほ うが 効

率的な作 業が で きる。 と こ ろ が ，散播稲作 に は雑草 に弱 い と い う問題点が ある 匚黒澤 1994］。 休

閑地 に 開かれた田 で は 雑草が 少 ない た め こ の 問題 が 起 きない 。 これ が移動 田で 散播が お こ なわ

れ た理 由で あ る 。 労働 省力 的な特徴 を持 つ 散播技術が あ っ たため ， 開拓期 に は原 生林が 拓 かれ

た田で も容易に植付 けが で き， また ， 米が商品化 した時期 には広大 な田 で の 植付 けが 可能 とな っ

た の で ある 。

一
方，近年で は田 の 移動先 の ほ とん どが休閑草地で ， そ こ は森に 比 べ れ ば雑草が

多 い もの の ，倒木 など の 障害物 は な く， 開かれ る 田 の 面積が小 さ い こ と もあ っ て ， 移動 旧 で も ，

散播 よ り稲の 生 育が確 実な移植 で おこ なわれる 田 も一部で 見 られ た。

　 と こ ろ で ，東南 ア ジ ア 島嶼部 の 湿潤気候下 の 湿地 に作 ら れ た 移 動 水 田が ， や が て 畦 畔 や水 路

の 造成 を経て ， 徐 々 に定着化 して い く事例や ［Seavoy　1973］，開墾 された水 田に次第に 畦畔や 水

路が 整備 され て い く事例が 報告 され て きた ［田中 1982］。 で は ，N 村 の 田 もこ う した発 展 をた

どる の で あろ うか 。 1970年代終盤以降の N 村 で は ， 除草剤 の 普及 と移 植 に よ り雑草問題 が解 決

され ，村の 様 々 な産物の 商品化 な どの 経済環境の 変化 を背景 と して連作年数が 長期化 し，田 の

定着性 が 高 まっ た。 しか し，表 1 の D1 の よ うに 長年連作 され て きた 田 に お い て も畦畔や水路

は ま っ た く見 られ な い 。 また ， D 世帯は その 長期連作 田が MB 道路沿 い の 新 た な ロ ン グ ハ ウ ス

か ら遠 い とい う理 由に よ り， 今後 もそ こ で 定着的 に稲作を続 け る か は定か で ない と い う 。
つ ま

り，湿地田 は ， 長期 間連作 は され て も，畦畔な どの 造成の た め の 労働投 入が ま っ た くお こ なわ

れ な い た め，随 時移動 した と し て も何 ら心理的，経済的負担が伴 わ な い ，「移動する こ とが容易

な 田」 で あ る と い え よ う。

　以上の 様な こ とか ら ， N 村の 湿地 田稲作 を見る 限 り ， 焼 畑 の よ うに移動す る こ と を常 と した

田 で の 散播稲作 ，すなわ ち，散播移動湿地 出稲作 と で も呼ぶ べ き稲作が東南 ア ジア 島嶼部 の 湿

潤 気候 ドの 湿 地に 存在 して い る と い える 。 N 村 の 湿地田稲作 は時期 ご とにそ の 意味 を変化 さ せ

て きた 。 例 えば，開拓期 に は 自給米生 産 と同時に 原生 林 を拓 くた め の 稲作 ，米の 需要が 増 えた

時期 に は 商品米を生産するた め の 稲作，そ して ，道路沿 い に お い て稲作 以外の 仕事の 重要性 が
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市 川 ： サ ラ ワ ク 州 イバ ン 村 落 に お け る 移 動 湿 地 旧 稲作 の 変 遷

増 した近年で は， ロ ン グハ ウ ス の 近 くで 白給米の 生産 の ため の 稲作 として お こ なわれて きた 。
つ

ま り ， 田 の 移動 と散播技術 を伴 う湿地 田稲作 は，田の 面積 と場所 を 自在に 変 えつ つ ，社 会 ・経

済環境の 変化 に応 じて求 め られ る役割 を果 たす こ とに よ っ て， N 村 の イバ ン を支 え て きた の で

あ る 。
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